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広
げ
よ
う理

解
と
支
援
の
輪

1 2 月 9 日 は
障 害 者 の 日

直
径
約
九
十
セ
ン
チ
、
重
さ
約

二
百
キ
ロ
の
大
き
な
紙
ロ
ー
ル
が

回
転
し
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

と
し
て
巻
き
取
ら
れ
て
い
く

―
。

小
規
模
福
祉
作
業
所
「
か
た
ぐ

十
五
万
人
を
超
え
る
市
民
の
中
に
は
、
身
体
に
障
害
を
持
つ
方
が

約
四
千
人
、
知
的
な
障
害
を
持
つ
方
が
約
四
百
人
の
ほ
か
、
精
神
に

障
害
を
持
つ
方
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
段
差
が
な
く
、
点
字

の
案
内
等
が
あ
る
建
物
が
増
え
、
ま
た
、
障
害
を
持
つ
方
と
健
常
者

が
ふ
れ
あ
う
機
会
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
障
害
者
福
祉
へ

の
理
解
や
、
障
害
を
持
つ
方
自
身
が
社
会
参
加
す
る
環
境
が
、
十
分

整
っ
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
市
で
は
、
平
成
十
年
三
月
に
「
共

に
生
き
、
共
に
築
く
、
私
た
ち
の
ま
ち
流
山
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ

た
「
市
障
害
者
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な

っ
て
、
障
害
を
持
つ
方
も
持
た
な
い
方
も
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
社
会

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
十
二
月
九
日
は
「
障
害
者
の
日
」。
こ
の
機
会

に
障
害
者
福
祉
や
社
会
参
加
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

笑

顔

あ

ふ

れ

る

福

祉

作

業

所

る
ま
」
で
は
、
障
害
を
持
つ
十
人

の
方
が
働
い
て
い
ま
す
。
同
作
業

所
は
、
障
害
を
持
っ
て
い
て
雇
用

が
困
難
な
方
に
、
就
労
の
場
を
提

供
し
よ
う
と
、「
市
手
を
つ
な
ぐ
親

の
会
」
が
一
年
を
か
け
て
準
備
を

進
め
、
こ
と
し
五
月
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
下
請
け
作
業
を
し
て

い
る
作
業
所
も
多
い
な
か
、
自
分

た
ち
の
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る

よ
う
に
と
、
自
主
製
品
と
し
て
再

生
紙
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
を
作
っ
て
い
ま
す
。

巻
き
取
っ
た
ロ
ー
ル
の
切
り
分

け
か
ら
、
ス
タ
ン
プ
押
し
、
包
装
、

箱
詰
め
、
配
達
ま
で
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
も
自

分
た
ち
で
行
っ
て
お
り
、
雑
談
を

交
わ
し
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
で
仕
事
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
現
在
、
一
個
二
十
八

円
で
学
校
や
公
共
施
設
な
ど
約
五

十
カ
所
で
定
期
的
に
購
入
し
て
い

る
ほ
か
、
近
所
の
方
な
ど
も
直
接
、

買
い
に
来
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
、
工
賃
が
出
る
ま
で
に

は
至
ら
な
い
そ
う
で
す
。
ま
た
、

数
が
ま
と
ま
れ
ば
個
人
宅
へ
の
配

達
も
し
て
い
ま
す
が
、
車
が
な
い

た
め
、
一
度
に
た
く
さ
ん
の
品
物

を
運
べ
な
い
な
ど
、
悩
み
は
尽
き

ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
、
市
内
に
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
小
規

模
福
祉
作
業
所
「
南
天
の
木
」（
平

成
九
年
オ
ー
プ
ン
）
が
あ
り
、
十

七
人
の
方
が
楽
し
く
い
き
い
き
と

働
い
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
で
は
自

主
製
品
と
し
て
、
皆
さ
ん
か
ら
注

文
を
受
け
て
、
撥
水
加
工
の
さ
れ

た
一
着
千
二
百
円
の
エ
プ
ロ
ン
な

ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
障
害
を
持
つ
方

や
そ
の
家
族
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特

有
の
ハ
ン
デ
を
背
負
い
な
が
ら
も

自
立
し
、
社
会
経
済
活
動
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

障
害
を
持
ち
な
が
ら
も
、
社
会
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
障
害
者
福

祉
な
ど
に
つ
い
て
、
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
障
害
者
週
間

（
十
二
月
五
日
〜
十
二
日
）
に
合
わ

せ
、
障
害
者
団
体
の
活
動
や
福
祉

施
策
の
概
要
な
ど
を
紹
介
し
た
パ

ネ
ル
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▽
期
間
＝
12
月
５
日
�
〜
12
日

�
▽
場
所
＝
市
役
所
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
▽
参
加
団
体
＝
身
体
障
害
者

福
祉
会
、
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
、

精
神
障
害
者
家
族
会
よ
つ
ば
会
、

心
の
泉
会
、
地
域
で
生
き
る
会
、

つ
つ
じ
園
、
南
天
の
木
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
市
身
体
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
つ
ば
さ
学
園
、

さ
つ
き
園
ほ
か

第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
方
や
技

術
を
身
に
付
け
る
た
め
に
学
校
へ

通
っ
て
い
る
方
も
大
勢
い
ま
す
。

し
か
し
、
就
業
や
社
会
活
動
、

日
常
生
活
で
厳
し
い
制
約
を
受
け

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

障
害
を
持
つ
方
た
ち
が
、
よ
り

積
極
的
・
効
果
的
に
社
会
参
加
を

進
め
る
た
め
に
は
、
共
に
地
域
に

暮
ら
す
健
常
者
の
皆
さ
ん
の
理
解

や
支
援
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の

理

解

と

支

援

を

５

日

〜

12

日

に

市
役
所
で
展
示
会

問
い
合
わ
せ

障
害
者
支
援
課

�
50
―
6
0
8
1

冬を彩る花々が出荷の時期に
市では、花の栽培による園芸農業を振興しており、

この時期、市内の園芸農家のビニールハウスなどでは、

ゆり、シクラメン、トルコギキョウ、スプレー菊、パ

ンジーなどが出荷の時期を迎えています。

また、消費者である市民の皆さんとふれあい・交流

しながら、直売を行っています。お出かけの際にちょ

っと立ち寄ってみてはいかがでしょうか。

□問農政課�50－６０８６

作業に取り組む「かたぐるま」の皆さん○上と
エプロンを手にする「南天の木」の皆さん○左

”成
人
“を
迎
え
る
若
者
の
新
し

い
門
出
を
祝
福
す
る
「
二
十
歳
を

祝
う
つ
ど
い
（
成
人
式
）」
を
来
年

一
月
十
四
日
午
前
十
時
三
十
分
か

ら
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し

ま
す
。

今
回
、
成
人
式
を
迎
え
る
方
は
、

昭
和
五
十
六
年
四
月
二
日
か
ら
同

五
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、
市
内
の
該
当
者
は
約

二
千
人
で
す
。
新
成
人
を
迎
え
る

三
十
一
人
で
構
成
す
る
成
人
式
実

行
委
員
が
、
手
作
り
の
式
典
の
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
、
参
加
者
全
員

に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
該
当
者
に
は
十
二
月
中

旬
に
案
内
状
を
郵
送
す
る
予
定
で

す
。□問

社
会
教
育
課
�
50
―

６
１
０

６

１
月
14
日
に
「
成
人
式
」

案
内
状
を
今
月
中
旬
に
郵
送

来年

市内の小規模福祉作業所
�南天の木
（江戸川台東４丁目）
�55－７４５０

�かたぐるま（鰭ケ崎）
�59－０７９７

十
二
月
十
五
日
か
ら
来
年
一
月

十
五
日
ま
で
は
「
不
法
投
棄
防
止

強
調
期
間
」
で
す
。

市
で
は
、
業
者
委
託
に
よ
る
不

法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
お
よ
び
撤
去

回
収
事
業
に
よ
り
、
市
内
全
域
を

パ
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
早
期
発
見
、

撤
去
・
回
収
に
努
め
る
な
ど
強
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
は
、
大
掃
除
な
ど
で

出
た
ご
み
を
適
正
に
処
理
せ
ず
に
、

山
林
な
ど
に
不
法
投
棄
す
る
心
な

い
行
為
が
増
え
る
時
期
で
も
あ
り
、

投
棄
物
を
発
見
し
た
ら
警
察
等
と

連
携
し
、
投
棄
者
を
追
跡
調
査
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

も
し
、
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る

現
場
な
ど
を
見
つ
け
た
と
き
は
、

環
境
保
全
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
き
れ
い
で

住
み
よ
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

□問
環
境
保
全
課
�
50
―

６
０
８

３

不
法
投
棄
を
防
止
！

ル
ー
ル
を
守
っ
て

き
れ
い
な
ま
ち
に

年末年始のごみ収集日□問清掃事務所�54－５５０１

月・木曜地区 31日� ７日�
火・金曜地区 28日� ４日�
水・土曜地区 29日� ５日�
月曜地区 ７日�
火曜地区 25日� ８日�
水曜地区 26日� ９日�
木曜地区 27日� 10日�
金曜地区 28日� ４日�
第１・３月曜地区 17日� ７日�
第１・３火曜地区 18日� 15日�
第１・３水曜地区 19日� 16日�
第１・３木曜地区 20日� 17日�
第１・３金曜地区 21日� ４日�
第１・３土曜地区 15日� ５日�
第２・４月曜地区 14日�
第２・４火曜地区 25日� ８日�
第２・４水曜地区 26日� ９日�
第２・４木曜地区 27日� 10日�
第２・４金曜地区 28日� 11日�
第２・４土曜地区 22日� 12日�

12月24日の振り替え休日、1月14日の祝日も通常どおり

家庭ごみの収集をします

収集曜日（地区）

可
燃
ご
み

不
燃
ご
み

資
源
物
、
有
害
・
危
険
ご
み

12月最終収集日 １月収集開始日

大そうじはお早めに

平
成
十
三
年
第
四
回
定
例
市
議

会
が
、
十
一
月
二
十
九
日
に
開
会

し
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、「
流
山
市
都

市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
等

の
許
可
の
基
準
に
関
す
る
条
例
」

の
制
定
の
ほ
か
、
一
般
会
計
の
補

正
予
算
な
ど
十
四
議
案
が
審
議
さ

れ
る
予
定
で
す
。

第
４
回
定
例
市
議
会

11
月
29
日
か
ら
開
会

誰
も
が
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
社
会
を

広
げ
よ
う理

解
と
支
援
の
輪

24日�振

24日�振
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市
で
は
、
高
齢
者
（
六
十
五
歳
以
上
）

の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

寒
さ
と
共
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
し
て
き
ま
す
。
特
に
高
齢
の
方
が
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
、
重
症
化

し
や
す
く
、
合
併
症
も
起
こ
し
や
す
い

こ
と
か
ら
、
法
律
で
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
こ
の
予
防
接
種
は
、
乳
幼

児
や
学
童
の
予
防
接
種
と
は
違
い
、
個

人
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
を
目
的
と

す
る
も
の
で
、
自
分
で
判
断
し
、
希
望

す
る
方
の
み
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
接
種
に
際
し
て
は
、
医
療
機
関

に
あ
る
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
接
種
後

の
副
反
応
等
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
発
熱
し
て
い
る
方
や
急
性
疾
患

に
か
か
っ
て
い
る
方
、
以
前
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
で
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ

ー
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
し
た
方
、
そ
の
他

予
防
接
種
が
不
適
当
な
状
態
に
あ
る
方

は
、
必
ず
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
＝
接
種
当
日
に
満
65
歳
以
上

の
市
民
（
た
だ
し
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
方
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
等
に
重
い

障
害
の
あ
る
方
は
、
対
象
に
な
る
場
合

あ
り)
▽
実
施
場
所
＝
市
内
契
約
医
療
機

関
▽
申
し
込
み
＝
市
内
契
約
医
療
機
関

に
直
接
申
し
込
み
（
住
所
・
氏
名
・
年

齢
を
証
明
す
る
健
康
保
険
証
等
を
窓
口

に
提
示
）
▽
費
用
＝
１
２
１
０
円
（
自

己
負
担
額
）。
た
だ
し
、
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
方
は
免
除
と
な
る
の
で
、
確

認
で
き
る
も
の
の
提
示
が
必
要
▽
実
施

期
間
＝
平
成
14
年
２
月
28
日
ま
で

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
54
―

０
３
３
１

今
月
十
日
か
ら
平
成
十
四
年

一
月
三
日
ま
で
、
県
下
一
斉
に

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運

動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

十
一
月
二
十
六
日
現
在
、
県

内
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数

は
、
三
百
四
十
三
人
で
全
国
ワ

ー
ス
ト
三
位
、
四
万
一
千
二
百

九
十
四
人
の
方
が
け
が
を
し
ま

し
た
。
県
内
死
亡
事
故
の
特
徴

は
、
夜
間
に
多
発
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
非
着
用
が
約
七
割
、
歩
行

中
の
高
齢
者

―
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

特
に
年
末
年
始
は
、
交
通
量

の
増
加
に
伴
う
道
路
の
混
雑
に

加
え
、
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
交
通
事
故

の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

期
間
中
は
、
①
飲
酒
運
転
の

追
放
②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

③
薄
暮
時
お
よ
び
夜
間
の
交
通

事
故
防
止
を
重
点
目
標
に
、
警

察
署
、
交
通
安
全
協
会
な
ど
と

協
力
し
、
街
頭
Ｐ
Ｒ
や
交
通
取

り
締
ま
り
の
強
化
を
し
ま
す
。

市
内
の
小
・
中
学
生
が
描
い

た
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞

者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

作
品
は
、
市
内
三
会
場
で
展

償
却
資
産
の
申
告
書
を
今
月
十
一
日
に
郵
送

し
ま
す
。
対
象
は
、
事
業
所
の
構
築
物
、
機
械
、

工
具
、
備
品
な
ど
を
所
有
す
る
個
人
経
営
者
や

法
人
で
す
。

申
告
書
に
平
成
十
四
年
一
月
一
日
現
在
の
償

却
資
産
の
状
況
を
記
入
し
、
平
成
十
四
年
一
月

三
十
一
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
や
不
明
な

点
な
ど
は
、
資
産
税
課
に
問
い
合
わ
せ
を
。

□問
資
産
税
課
�
50
―

６
０
７
４

示
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

〈
敬
称
略
〉

【
入
賞
者
】

▽
最
優
秀
賞
＝
川
田
将
太
郎

（
東
深
井
小
６
年
）、
堀
江
愛
子

（
西
初
石
中
３
年
）
▽
流
山
警

察
署
長
賞
＝
薮
井
咲
紀
（
江
戸

川
台
小
６
年
）
、
飯
沼
靖
絵

ＩＴ講習会 １月の受講者を募集

初心者を対象に、パソコンの基本操作等を学ぶＩＴ（情報技術）
講習会の平成14年１月開催分の受講者を募集します。
▽日程・会場＝下表参照▽講習内容＝パソコンの基本操作、文
書の作成、インターネットの利用、電子メールの送受信など全体
で12時間▽対象＝県内在住の20歳以上のパソコン初心者▽受講料＝
無料（テキスト代は実費）▽申し込み＝往復ハガキまたは市役所、
各出張所、各公民館、各図書館などにある申し込みハガキに郵便
番号、住所、氏名（ふりがな）、性別、年齢、電話番号、職業、受
講希望施設名、希望コース記号（第３希望まで）、ワープロ文書作
成経験の有無、パソコン所有の有無を明記し、12月14日（必着）ま
でに〒270－0192流山市役所企画調整課へ※重複申し込み不可

□問企画調整課�50－６０６４

義務教育就学前の児童を養育している方
に、児童手当を支給しています。
ただし、請求のない場合には支給できませ
んので、次の方は手続きを行ってください
（所得制限あり＝下表参照）。
�義務教育就学前の児童を養育している方
�本市に転入し、前住所地で児童手当を受給
していた方。
また、現在受給している方でも�出生など
で養育する児童が増えたとき�児童を養育し
なくなったとき�退職等により加入している
年金制度が変わったとき──などは届け出が
必要です。
□問児童家庭課�50－６０８２

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
備
え
を

高
齢
者
の
予
防
接
種
負
担
を
軽
く

償
却
資
産
の
申
告
書

今
月
11
日
に
発
送

20

20

◎東部公民館は駐車場が狭いので、車での来場はご遠慮ください�
◎定員を上回った場合は、抽選とします�
◎応募状況により、講座を調整させていただく場合もあります�
注：休憩1時間。昼食は各自用意�

　平成14年1月の講習日程�

Ｔ1 9：00～12：00
Ｔ2 13：30～16：30

１月16日�・17日� Ｔ3 9：00～16：00 注�
１月19日�・20日� Ｔ4 9：00～16：00 注�
１月22日�・23日� Ｔ5 9：00～16：00 注�
１月12日�・13日� Ｄ21 9：00～16：00 注�
１月16日�・17日� Ｄ22 9：00～16：00 注�

Ａ19 9：00～12：00
Ｈ9 17：30～20：30

１月26日�・27日� Ｄ23 9：00～16：00 注�
Ａ20 9：00～12：00
Ｂ21 13：30～16：30

会 場� 日　　　程� コース�
記号�

時　　　間� 受講�
定員�

東
部
公
民
館�

（
文
化
会
館
）�

中
央
公
民
館� 　１月29日�～�

　　　　　２月１日� 

１月22日�～25日� 

１月10日�～13日� 

各
　
　
人�

各
　
　
人�

年末年始の交通事故防止運動
「のみませんしめますベルトと気のゆるみ」をスローガンに

ポスター展でも交通安全を呼びかけ

ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ
る
み
が

大
き
な
事
故
に

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
川
田
将
太
郎
君

（
東
深
井
小
6
年
）上○
、
堀
江
愛
子
さ
ん（
西
初
石
中
3
年
）
下○
の
作
品

忘れていませんか？
児童手当の申請手続き

　所得額=年間収入金額(平成12年分)－�

　　　　 必要経費－80,000(社会保険料等共通控除)－その他の諸控除�

　平成13年度児童手当所得制限限度額� （単位：円）�

扶養人数� 国民年金加入者� 厚生年金等加入者�

    0人� 3,010,000 4,600 ,000

1 3,390 ,000 4,980 ,000

2 3,770 ,000 5,360 ,000

3 4,150 ,000 5,740 ,000

4 4,530 ,000 6,120 ,000

5 4,910 ,000 6,500 ,000

気温が下がり、空気が乾燥す

るこの季節、風邪やインフルエ

ンザが流行しやすくなります。

特にインフルエンザは、いわ

ゆる「普通の風邪」とは違い、

感染力が強く、いったん流行す

ると短期間で爆発的に広がるの

が特徴です。「かかったかな」

と思ったら、軽く考えず安静に

して休養をとり、早めに医師の

診察を受けましょう。

【予防策】

①こまめに手を洗い、うがいを　

する

②バランスのよい食事と十分な　

睡眠をとる

③室内を乾燥させない

④なるべく人込みを避ける

12月10日～
来年1月3日

自動車を運転する方は
・夕暮れ時は、早めのライト点灯を
・道路環境などに応じ、危険を予測　
した運転を
・ながら運転をせず、運転に専念を
自転車に乗る方は
・見通しの悪い交差点は、一旦停止　
し、左右の確認を
・暗くなったら、ライトを点灯
歩行者は
・夜間の外出は、明るい色の服装で
・横断は、信号機や横断歩道のある　
ところで、しっかり左右の確認を

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

入
賞
者
決
ま
る

（
西
初
石
中
３
年
）
▽
流
山
交

通
安
全
協
会
長
賞
＝
中
村
公
亮

（
八
木
北
小
６
年
）、
藤
原
葉
月

（
南
部
中
１
年
）
▽
流
山
地
区

安
全
運
転
管
理
者
協
議
会
長

賞
＝
藤
野
美
香
（
八
木
北
小
３

年
）、
松
尾
優
（
常
盤
松
中
２

年
）
▽
教
育
長
賞
＝
山
野
貴
子

（
東
小
６
年
）、
佐
野
友
紀
（
東

深
井
中
１
年
）

【
作
品
展
】

▽
期
日
／
場
所
＝
①
12
月
17

日
�
〜
21
日
�
／
流
山
郵
便
局

（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）
②
12

月
22
日
�
〜
27
日
�
／
森
の
図

書
館
③
平
成
14
年
１
月
７
日
�

〜
11
日
�
／
市
役
所
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー

□問
生
活
安
全
課
�
50
―

６
０

７
８
／
流
山
警
察
署
�
59
―

０

１
１
０



（３） 平成13年12月１日（土曜日） 第１００７号

相　　談� 日　　　　　時� 場　　　所� 問い合わせ�

市 民 相 談 � 市 民 相 談 室 �

消費生活センター�

家 庭 児 童 相 談 室 �

障 害 者 支 援 課 �

ケ ア セ ン タ ー �

ケ ア セ ン タ ー �

南 流 山 セ ン タ ー �

つ ば さ 学 園 �

教 育 研 究 室 �

平和台保育所�58-1435／江戸川台保育所�
�52-0648／向小金保育所�74-8853

初 石 公 民 館 �
南 流 山 セ ン タ ー �

勤 労 者 総 合 福 祉 �
セ ン タ ー �

青少年指導センター�

法 律 相 談 �

合 同 相 談 �

不 動 産 相 談 �

登 記 相 談 �

市 政 相 談 �

消費生活苦情相談�

子供悩みごと相談�

福祉住宅改善相談�

子 育 て 電 話 相 談 �

心 配 ご と 相 談 �

教 育 相 談 �

青 少 年 相 談 �

発 達 相 談 �

酒 害 相 談 �

悩 み ご と 相 談 �
（ 人 権 ・ 行 政 ） �

高 年 齢 者 職 業 ・ �
パ ー ト 相 談 �

幼 児 こ と ば の �
相 談 室 �

9：30～16：00毎週月～金曜�

10：00～16：00毎週月～金曜�

９：00～16：00毎週月～金曜�

９：00～16：00毎週火～金曜�

10：00～15：00毎週水曜�

９：00～16：30毎週月～金曜�

９：00～16：00毎週月～金曜�

９：00～16：00毎週月～金曜�

18：00～21：0012月21日�

10：00～15：0012月14日�

９：30～16：30毎週月～金曜�

９：00～11：30毎週土曜�

10：00～16：00

〃� 〃�

〃�

同相談室�

同センター�
�58-0999

�50-6081

同相談室�
�58-4144

同センター相談室�
�55-5885

同センター相談室�
�58-7830

同学園�

年 金 相 談 �

�54-4822

�50-6081

�50-6079

社会福祉協議会�

指導課�

障害者支援課�

社会福祉課�

�59-4735

�50-6105

障害者支援課�

交 通 事 故 相 談 �

毎週火・木曜　13：00～16：00

13：00～17：00毎月第１水曜�
※要電話予約�税 務 相 談 �

外 国 人 相 談 � 〃�

〃�※23日を除く�

子育て支援センターゆうゆう�44-7926育 児 相 談 � ９：30～16：30毎週月～金曜�

８：30～17：00毎週月～金曜�

毎週土・日曜�

江 戸 川 台福祉会館�

向 小 金 福 祉 会 館 �13：00～16：0012月９日�

〃�10：00～15：00毎週火曜�
25日・27日を除く※要電話予約�

25日を除く※要電話予約�

市 民 相 談 室 �

〃�

�50-6110
国保年金課�

〃�

〃�

〃�

〃�

内　　容� 期日・受付時間� 場　　　所� 備　　　考�

ハローベイビー�

保健センター�

妊娠5～8カ月の妊婦および夫対象。母子健康
手帳、筆記用具を持参。運動しやすい服装で�
※14日からの参加者は7日までに申し込みを�

もぐもぐ教室�20日　10：15～10：30
4～5カ月児の離乳食指導。母子健康手帳、器と
スプーンを持参。定員20人※先着順・要予約�

３ カ 月 児 �
健 康 診 査 �

カ ム カ ム �

17日・18日�
　　　12：45～13：45 保健センター�平成13年８月生まれの乳児対象�

1 歳 6 カ 月 児 �
健 康 診 査 �

11日・12日�
　　　12：45～13：45 保健センター�

4日・5日　12：45～13：45 保健センター�

乳幼児健康相談�

3歳児健康診査�

19日　13：00～14：00 保健センター�

平成12年５月生まれの幼児対象�

平成10年９月生まれの幼児対象�

発育などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約�

19日　13：00～14：00

13日　９：30～10：30

発達などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約�

育 児 相 談 �

発 達 相 談 �

１歳未満の乳児対象。育児・健康相談。母
子健康手帳を持参�すくすく健康相談�

0歳～就学前児対象。母子健康手帳を持参�

むし歯予防教室�
3日・10日・25日�
※時間は申し込み者
に個人通知�

21日※時間は申し込
み者に個人通知�

保健センター�
2歳2カ月児対象（25日は1・2回参加済みの幼
児対象）。1歳6カ月児健康診査時に申し込みを�

食 事 相 談 � 保健センター�生活習慣病などの食事指導を受けたい方対象。食事調査あり。14日までに申し込みを�

成人健康相談�
年齢・性別など不問。血圧測定や健康上の相談、
軽体操など。健康手帳・検診記録カードを持って
いる方は持参�

リハビリ教室�

3日・10日・17日�

5日・12日・19日�

10：00～�
水曜コース�

10：00～�

保健センター�

保健センター�

疾病、加齢等により心身の機能が低下している
方（介護保険認定外者等）を対象に、日常生活
動作訓練等を実施※事前に問い合わせを�

療 育 相 談 �27日　13：00～14：00 柏 保 健 所 �整形外科的な心配のある18歳未満の子ども対象。母子健康手帳を持参�

発 達 相 談 �27日　13：00～14：00 柏 保 健 所 �
首が座らない、歩かないなど発達の遅れが心配
な0～1歳児対象。母子健康手帳を持参※要予
約�

心の健康相談�7日・14日・21日・28日�14：00～16：00
柏 保 健 所 �精神病や精神神経症など、心の病で悩んでいる方対象。医師による相談は要予約�

保健センター�

保健センター�

9～12カ月児対象。子どもの歯と食生活について。歯
ブラシ、おしぼりを持参。定員15組※先着順・要予約�キ ッ ズ �

保健センター�13日　  9：30～11：30

21日　  9：45～10：00 南流山福祉会館�

21日　  9：45～11：00 南流山福祉会館�

相談あんない�

保健あんない�

毎週月～金曜　９：00～17：00

※期日・受付時間欄に　　　　印のあるものは今月は開催しません。転入者などで個人通知が届かな
　い場合は保健センターへ問い合わせを�

柏  保  健  所�
�67－1255〈       　 〉�

保健センター�
�54－0331〈       　 〉�

�58-1616

10：00～15：00毎月第3月曜�
※要電話予約�

※要電話予約�

�

月曜コース�

〃�13：00～16：00毎月第２水曜�
※要電話予約�

今月は開催しません�

〃�10：00～15：00毎月第3水曜�
※要電話予約�

保健センター�
7日・14日・19日・21日�
　　　12：30～12：50

向小金福祉会館�６日　10：00～15：00
文 化 会 館 �11日　10：00～15：00

※14日は9：45～10：00

江戸川台福祉会館�12日　10：00～15：00

〃�

今月は開催しません�

休日は、休日診療所をご利用ください。

▽場所＝保健センター内休日診療所（西初石４丁目）▽診療科目＝

内科、小児科、歯科▽受付時間＝９時～11時30分、13時～16時30分

（歯科は11時30分まで）※夜間は市内の医療機関が当番制で診療。当

番医はあらかじめ市消防本部�58－０１１９で確認を

□問休日診療所�55－３４５６

休日の救急医療

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は
、

「
人
権
週
間
」
で
す
。

人
は
誰
で
も
「
幸
福
な
生
活
を
送

る
権
利
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
「
人
権
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、

人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
権
利
で
す
。

し
か
し
、
い
じ
め
や
体
罰
、
い
や

が
ら
せ
、
差
別
、
家
庭
内
（
夫
婦
、

親
子
、
結
婚
、
離
婚
、
扶
養
、
相
続

な
ど
）、
借
地
借
家
、
近
所
間
の
も
め

ご
と
や
悩
み
ご
と

―
な
ど
、
毎
日

の
暮
ら
し
の
中
で
人
権
を
お
び
や
か

さ
れ
る
問
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

人
権
問
題
で
困
っ
た
と
き
は
、
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
「
悩
み
ご

と
相
談
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
人
権
擁

護
委
員
（
下
表
参
照
）
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

相
談
は
、
毎
週
火
曜
日
の
午
前
十

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、
市
民
相
談

室
で
受
け
て
い
ま
す（
要
電
話
予
約
）。

費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
電
話
で
の
相
談
は
、

人
権
擁
護
委
員
の
自
宅
で
随
時
受
け

て
い
ま
す
。

□問
秘
書
広
報
課
・
市
民
相
談
室
�

58
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６
１
６

12月4日～10日は「人権週間」

人権問題で困ったときは
「悩みごと相談」のご利用を

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
相
談
会
を

今
月
十
一
日
か
ら
市
役
所
お
よ
び
市
内

四
会
場
で
開
き
ま
す
。
対
象
は
、
国
民

健
康
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
な

ど
。特

別
な
事
情
も
な
く
国
民
健
康
保
険

料
を
滞
納
し
て
い
る
と
、
短
期
間
し
か

使
え
な
い
被
保
険
者
証
や
、
自
己
負
担

が
十
割
の
「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
資
格
証
明
書
は
、
保
険
診
療
で
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
診
療
費
の

全
額
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
、
高
額
療
養

費
な
ど
の
給
付
金
も
一
時
差
し
止
め
に

な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
不
便
を
防
ぐ
た
め
、
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
必
ず
納

付
相
談
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

「
つ
い
、
う
っ
か
り
」
の
納
め
忘
れ
を

防
ぐ
た
め
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を

お
勧
め
し
ま
す
。

【
納
付
相
談
】

▽
期
日
／
会
場
＝
①
12
月
11
日
�
／

北
部
公
民
館
②
12
月
12
日
�
／
初
石
公

民
館
③
12
月
13
日
�
／
南
流
山
セ
ン
タ

ー
④
12
月
14
日
�
／
東
部
公
民
館
⑤
12

月
15
日
�
・
16
日
�
／
市
役
所
▽
時

間
＝
①
〜
④
は
13
時
30
分
〜
16
時
30

分
、
⑤
は
10
時
〜
16
時
30
分
※
日
程
が

合
わ
な
い
方
は
国
保
年
金
課
へ
連
絡
を

□問
国
保
年
金
課
�
50
―

６
０
７
７

寒い冬にこそ、体を動かし、温まってもらおうと、市教育委員会と市コミ

ュニティスポーツリーダー会では、今月16日に2会場でコミュニティスポーツ

のつどいを開催します。

【豚汁ジョギング】

▽期日＝12月16日�※小雨決行▽集合場所／時間＝八木北小学校グラウン

ド／７時▽参加費＝２００円（豚汁代）▽内容＝ウオーキングやジョギング

を楽しんだ後、みんなで豚汁を囲む▽持ち物＝汗ふきタオル▽申し込み＝当

日、直接集合場所へ

【年忘れ!!ニュースポーツ大会＆レクダンス】

▽期日＝12月16日�※雨天時は東小学校体育

館で実施▽集合場所／時間＝東小学校グラウン

ド／７時30分▽参加費＝無料▽内容＝グラウン

ドゴルフなどのニュースポーツやレクダンスを

楽しむ▽持ち物＝汗ふきタオル▽申し込み＝当

日、直接集合場所へ

□問社会体育課�59－１２１２

体を動かし あったまろう！
～12月16日にコミュニティスポーツのつどい～

氏　名� 住　　所� 電話番号�

米山  孝平�東初石1－183－21 52－８５４６�

佐々木亮二�松ケ丘4－505－13644－７７８１�

田中  清司�中野久木353 52－７１６６�

中山かつ江�思井640 58－０１７０�

稲葉　智江�三輪野山373－3 58－４３３５�

皆さんの相談に応じる本市の人権擁護委員�

国
民
健
康
保
険
料

納
付
困
難
な
方
な
ど
対
象
に

5
会
場
で
相
談
会

※年末年始の業務については
事前に問い合わせを
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流
山
市
の財政

事
情
を
公
表

流
山
市
の財政

事
情
を
公
表

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
は
じ
め
、
国
や
県
か

ら
の
補
助
金
、
市
の
財
産
、
借
り
て
い
る
お
金
な
ど
が
、
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
で

は
年
二
回
、
財
政
事
情
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び

「
平
成
十
二
年
度
決
算
」
と
「
平
成
十
三
年
度
上
半
期
予
算

（
四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日
）
の
執
行
状
況
」
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
主
な
項
目
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成12年度一般会計の決算状況は、歳

入が346億6944万4000円、歳出が330億7217

万9000円で、前年度と比較すると歳入で

9.2パーセント、歳出で8.9パーセントの減

少となり、収支は５億9726万5000円プラ

スとなりました。

景気が回復する気配が見えず、引き続

き厳しい財政状況が続いています。平成

12年度の決算は黒字になりましたが、収

入の中心となる税収は依然として伸び悩

みの状況が続いています。また、地方債

についても、将来の財政負担を考慮し、

必要最低限に努めているところです。

つくばエクスプレス関連事業や一般廃

棄物処理施設整備事業をはじめ、少子・

高齢化社会に対応した総合的な地域福祉

施策など、市民生活に直結した施策や事

業を停滞させることはできません。

このため市では、平成11年度から取り

組んでいる第３次行政改革などにより、

効率的で、効果的な行財政運営を目指し、

財源確保に努めています。また、より効

率・効果的な行財政運営の具体化を図る

ため、「新行財政運営システムＣＡＰ21」

の導入を進めており、流山市基本構想の

将来都市像『豊かな自然や歴史・文化を

活かし、市民が真の豊かさを実感できる

まち「みんなでつくろう価値ある流山」』

の実現のため、「市民生活優先」の諸事業

を推進していきます。

問い合わせ
財政課�50－６０７１

一般会計決算（歳出）
予 算 額

339億6832万2000円
収入済額

346億6944万4000円
収入割合

102.1％（対予算比）

一般会計決算（歳入）

総務費�
4,439,271千円�
13.4％�

民生費�
7,022,587千円�
21.2％�

衛生費�
4,624,132千円�
14.0％�

土木費�
5,985,898千円�
18.1％�

教育費�
4,246,227千円�
12.8％�

その他�
6,754,064千円�
20.5％�

市　税�
20,032,733千円�

57.8％�

地方交付税�
4,126,808千円�
11.9％�

国庫支出金�
1,723,439千円�

5.0％�

地方消費税交付金�
1,090,403千円�

3.1％�

市　債�
914,500千円�
2.6％�

その他�
6,781,561千円�
19.6％�

＜歳出の内訳＞ ＜歳入の内訳＞

千円、％）

（98.9％）
（0.4％）
（0.7%）

（96.3％）
（3.4％）
（0.3％）

49千円

42千円

74千円

16千円

86千円

01千円

〔単位：億円〕�

歳 入�

歳 出�
10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 180 190 200

市　　　税�

地方特例交付金�

地方交付税�

そ の 他 �

（
歳
入
の
内
訳
）�

（
歳
出
の
内
訳
）�

19,965,045千円�

10,169,912千円�

906,000千円�

929,134千円�

3,600,000千円�

2,554,750千円�

2,036,956千円�

458,255千円�

11,466,596千円�

3,517,874千円�

総　　務　　費�
3,881,747千円�

1,774,226千円�

民　　生　　費�
7,374,506千円�

3,105,668千円�

衛　　生　　費�
7,889,033千円�

2,297,456千円�

土　　木　　費�
6,854,057千円�

2,751,601千円�

教　　育　　費�
4,179,080千円�

1,864,709千円�

そ　　の　　他�
7,796,174千円�

2,849,317千円�

予算額�
収入・支出済額�

国庫支出金�

3,463円

0,334円

0,100人

を計上し

処理する

公営企業

計画税な

な経費を

たお金。

に交付さ

うため、

県支出金
の施設の
料など

事務、選
どの経費
の運営な

理などの

ーツの振

費、商工
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平成13年度予算の執行状況
（平成13年9月30日現在）

一 般 会 計
予 算 額
379億7459万7000円

収入済額
176億2992万5000円

収入割合
46.4％（対予算比）

歳入

歳出

用語の説明
（歳　　入）

国からの恒久減税に
伴う減収補てん分
市債、県支出金、繰
越金、地方消費税交付
金など

（歳　　出）
公債費、消防費、議
会費など

そ の 他

地方特例交付金

そ の 他

水 道 事 業 会 計

市有財産の状況

①収益合計（水道料金など） 1,460,301,025円
・営業収益 1,457,561,726円（99.8％）
・営業外収益 2,739,299円 （0.2%）
・特別利益 ０円 （0.0%）

②費用合計（原水、浄水費など）1,321,821,009円
・営業費用 1,274,320,882円 （96.4％）
・営業外費用 47,090,748円 （3.6%）
・特別損失 409,379円 （0.0%）

③当期純利益（①－②） 138,480,016円

内 訳

内 訳

1,362,286�

土　地

250,363�

建　物

26,571,528千円

基金等

予算比率
99.99

99.55
98.41

97.82
100.00

100.00
97.49

90.95

99.20

89.72

92.71

92.71

予 算 額
339億6832万2000円

支出済額
330億7217万9000円

支出割合
97.4％（対予算比）

平成12年度決算

一 般 会 計

予 算 額
379億7459万7000円

支出済額
146億4297万7000円

支出割合
38.6％（対予算比）

特 別 会 計
特 別 会 計 区 分 予算額 収支済額 対予算比率

（単位：千円、％）

土 地 取 得
特 別 会 計

歳 入
歳 出

1,521,323
295,504
288,227

19.42
18.95

国民健康保険
特 別 会 計

歳 入
歳 出

8,535,273
2,825,639
3,474,742

33.11
40.71

老人保健医療
特 別 会 計

歳 入
歳 出

8,981,077
3,817,349
3,829,313

42.50
42.64

公共下水道
特 別 会 計

歳 入
歳 出

4,068,866
1,718,443
970,615

42.23
23.85

介 護 保 険
特 別 会 計

歳 入
歳 出

3,452,625
1,361,051
1,309,451

39.42
37.93

西平井・鰭ケ崎
土地区画整理
事業特別会計

歳 入

歳 出
530,886

100,000

71,911

18.84

13.55

（

（
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問 い 合 わ せ
介護支援課�50―6109

特 別 会 計

水 道 事 業 会 計

市債の内訳

市民の負担額と使った額

317億1416万8000円
（平成13年3月31日現在高）

（単位：千円、

①収益合計（水道料金など） 2,938,559,643円
・営業収益 2,906,730,942円（98.9
・営業外収益 10,594,976円 （0.4
・特別利益 21,233,725円 （0.7

②費用合計（原水、浄水費など） 2,773,554,753円
・営業費用 2,668,987,533円 （96.3
・営業外費用 95,554,795円 （3.4
・特別損失 9,012,425円 （0.3

③当年度純利益（①－②） 165,004,890円

内 訳（

（内 訳

道路や公園の整備・取得など

図書館の建設、学校の改修工事など

ケアセンター建設など

市営住宅の建設など

市民税減税や税収の補てん

その他

16,196 ,849千

4,820,342千

297,974千

860,216千

7,460,886千

2,077,901千

市民一人当たりの負担額
市民税や固定資産税などの市税収入を人口で割
ったもの（市税÷人口）

市民一人当たりに使った額
皆さんの暮らしにかかわる事業に使ったお金
（歳出）を人口で割ったもの（歳出÷人口）

金額の算出基礎数値（人口）
（平成13年３月31日現在）

133,463

220,334

150,100

用　語　の　説　明
市政を運営していくための基本的な経費を計上
た会計
特定の事業を行うとき、一般会計と別に処理す
会計
地方公営企業法の適用を受ける水道事業公営企
の会計

市民税、固定資産税、市たばこ税、都市計画税
ど市に納付された税金
市が標準的な仕事をしていくうえで必要な経費
算出し、国から交付されたもの
特定の事業を行うときに国から支出されたお金

負担金、補助金、委託金の３種類がある
県税として徴収した租税が地方公共団体に交付
れたもの
その年の収入では賄えない大きな事業を行うため
市が国や銀行などから借りたお金
繰越金（前年度から受け入れたお金）、県支出

（県が交付する負担金、補助金、委託金）、市の施設
使用料、住民票や各種証明書などの交付手数料など

市役所の管理・運営、徴税事務、戸籍関係事務、
挙、統計調査、広報、コミュニティの推進などの経費
福祉手当、生活保護、福祉会館、保育所の運営
どの経費
健康診断、予防接種、公害対策、ごみ処理など
経費
道路、公園、河川の建設や管理などの経費
小・中学校などの教育関係、文化・スポーツの
興などの経費
公債費（市債の返済に充てるもの）、消防費、商
費、議会費など

地 方 交 付 税

市 税

国 庫 支 出 金

地方消費税交付金

市 債

そ の 他

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

土 木 費
教 育 費

そ の 他

一　般 会　計

（ 歳 　 　 入 ）

（ 歳 　 　 出 ）

水道事業会計

特 別 会 計

介　護　保　険

2つのサービスが一本化！
平成14年1月から居宅サービスの利用方法が一部変更に

訪問通所サービス

短期入所サービス
（ショートステイ）

介
護
保
険
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に

は
、
①
訪
問
通
所
サ
ー
ビ
ス
と
②

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
）
が
あ
り
ま
す
。

訪
問
通
所
サ
ー
ビ
ス
は
、
要
支

援
・
要
介
護
度
に
応
じ
て
、
一
カ

月
を
単
位
に
限
度
額
が
決
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
範
囲
内
で
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
短

期
入
所
サ
ー
ビ
ス
は
、
要
支
援
・

要
介
護
度
に
応
じ
て
、
六
カ
月
を

単
位
に
利
用
限
度
日
数
が
決
め
ら

れ
、
そ
の
範
囲
内
で
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
平
成
十
三
年
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
の
利
用
。
表

１
参
照
）。

本
市
で
は
、
介
護
が
必
要
に
な

っ
て
も
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ

た
自
宅
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き

る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
、
短

期
入
所
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
や
す

く
す
る
た
め
に
「
拡
大
措
置
」
と

「
振
替
措
置
」
を
介
護
保
険
制
度
ス

タ
ー
ト
と
と
も
に
い
ち
早
く
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
さ
ら
に
利
用
者
や
そ
の

家
族
の
利
便
性
、
選
択
性
に
重
点

を
置
い
た
制
度
改
正
を
受
け
て
、

平
成
十
四
年
一
月
か
ら
、
訪
問
通

所
サ
ー
ビ
ス
と
短
期
入
所
サ
ー
ビ

ス
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
が
一
本
化
さ

れ
ま
す
（
表
２
参
照
）。
そ
れ
に
よ

り
、
い
ず
れ
の
サ
ー
ビ
ス
も
一
カ

月
を
単
位
に
利
用
限
度
額
が
決
め

ら
れ
、
そ
の
限
度
額
の
範
囲
内
で

訪
問
通
所
サ
ー
ビ
ス
と
短
期
入
所

サ
ー
ビ
ス
を
自
由
に
組
み
合
わ
せ

て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
（
表
３
参
照
）。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
は
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

訪
問
通
所
系
の
サ
ー
ビ
ス
と
合
わ

せ
て
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す

の
で
、
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
相
談
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh注 意

�現在行っている短期入所サービスの
「拡大措置」「振替措置」は、平成
13年12月31日をもって終了

�平成13年12月31日までに交付され
た「介護保険被保険者証」には、短
期入所サービス区分が記載されてい
ますが、平成14年１月からは、区
分がないものとして取り扱われます

�平成14年１月以降に交付される
「介護保険被保険者証」には、短期
入所サービスの区分は記載されませ
ん

<組み合わせの一例＞
例）「要介護2」のＡ子さんの場合
1カ月の利用限度額＝194,800円（短期入所サービスの利用
可能日数18日）
※限度額いっぱいにサービスを利用した場合の自己負担額
は19,480円（限度額の１割）

○月は限度額いっぱいの18日間を、すべ
てショートステイに使えるようになりま
した

△月は７日間ショートステイを利用し、
限度額の残りをデイサービスやホームヘ
ルプサービスを組み合わせて利用できま
す

△月1日

訪問通所サービスの利用限度額

（短期入所サービス利用可能日数）

6 1 , 5 0 0 円 （ 6日）

1 6 5 , 8 0 0 円（16日）

1 9 4 , 8 0 0 円（18日）

2 6 7 , 5 0 0 円（24日）

3 0 6 , 0 0 0 円（27日）

3 5 8 , 3 0 0 円（30日）

表３　居宅サービスの利用限度額（日数）表

※自己負担額は1割　　　　　　　（1カ月単位）

要 支 援

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

表２「居宅サービス」の種類�
�

訪問通所サービス� 短期入所サービス�
�

平成14年1月からは�
下記のとおり変更�
�

居宅サービスが一本化されることにより、短期入所サービス
の利用限度額を決める単位が、6カ月単位から「1カ月単位」
となります。1カ月単位の利用限度額の枠内で訪問通所サー
ビスと短期入所サービスを自由に組み合わせて利用できます�

訪問介護（ホームヘルプサー
ビス）、訪問入浴介護、訪問
看護、通所介護（デイサービ
ス）、訪問リハビリテーショ
ンなど�

介護老人福祉施設（特別養
護老人ホーム）に短期入所
するショートステイサービス、
介護老人保健施設（老人保
健施設）や介護療養型医療
施設（介護型の病院）に短
期入所するショートケアサ
ービスなど�

1カ月単位で、介護度ごとに
設けられる利用単位内（利用
限度内）でサービスを組み合
わせて利用�

6カ月単位で、介護度ごとに
利用できる日数の上限が決
められ、利用限度日数の枠
内で費用の1割を負担してサ
ービスを利用（「拡大措置」「振
替措置」の利用可）�

平成14年○月1日

表１　短期入所サービスの利用上の目安�

もともとの上限�
（６カ月間で使用できる期間）�

拡大措置後の上限�振り替え後の上限�平成14年１月から�

要支援�

要介護１�

要介護２�

要介護３�

要介護４�

要介護５�

※１カ月を４週間として換算�

／6カ月�

／6カ月�

／6カ月�

／6カ月�

／6カ月�

／6カ月�

7日�
（1週間）�

14日�
（2週間）�

14日�
（2週間）�

21日�
（3週間）�

21日�
（3週間）�

42日�
（6週間）�

／6カ月�

／6カ月�

／6カ月�

／6カ月�

／6カ月�

／6カ月�

14日�
（2週間）�

28日�
（4週間）�

28日�
（4週間）�

42日�
（6週間）�

42日�
（6週間）�

63日�
（9週間）�

／6カ月�

／6カ月�

／6カ月�

／6カ月�

／6カ月�

／6カ月�

49日�
（7週間）�

84日�
（12週間）�

84日�
（12週間）�

91日�
（13週間）�

91日�
（13週間）�

98日�
（14週間）�

6日／1カ月�

16日／1カ月�

18日／1カ月�

24日／1カ月�

27日／1カ月�

30日／1カ月�

特 別 会 計 区 分 予算額 収支済額 対予算比
土 地 取 得
特 別 会 計

歳 入
歳 出

1,583,769
1,583,668
1,576,654

99.99

99.55
国民健康保険
特 別 会 計

歳 入
歳 出

8,485,590
8,350,421
8,300,286

98.41

97.82
老人保健医療
特 別 会 計

歳 入
歳 出

8,849,476
8,849,474
8,849,474

100.00

100.00
公 共 下水道
特 別 会 計

歳 入
歳 出

4,102,807
3,999,631
3,731,367

97.49

90.95

介 護 保 険
特 別 会 計

歳 入
歳 出

2,717,086
2,695,388
2,437,826

99.20

89.72

西平井・鰭ケ崎
土 地 区 画 整 理
事業特別会計

歳 入

歳 出
188,381

174,652

174,652

92.71

92.71

10日
20日

10日
20日
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★印のあるものは市主催のものです�

市民ギャラリー�
今月の展示�今月の展示� 講

座
・
講
演

【
美
術
家
協
会
作
品
展
（
３
日
�
〜
27
日
�
）】

市
美
術
家
協
会
会
員
に
よ
る
絵
画
七
点
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

□問
社
会
教
育
課
�
50
―

６
１
０
６

児童館・センター
開催時間や申し込み方法など
の詳細は、各児童館・児童センタ
ーへお問い合わせください

今月の催し物

駒 木 台 児 童 館
�54－４８２１

会　　場 日　程　・　催　し　物

12／22�
江戸川台児童センター
�54－３０２６

向小金児童センター
�73－９３２０

思井児童センター
�59－５６６６

十太夫児童センター
�54－５２５４

野々下児童センター
�45－９５００

赤城児童センター
�58－４５４５

親子お正月飾り作り

お話クレヨンさんの
クリスマス会

12／20� クリスマス会

12／22� 親子お正月飾り作り

しめなわ飾り作り

12／21� しめなわ飾り作り

12／21� 親子お正月飾り作り

そ
の
他

★
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

▽
日
時
＝
12
月
26
日
�
10
時
〜

13
時
▽
場
所
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▽

定
員
＝
15
組
（
先
着
順
）
▽
参
加

費
＝
１
組
５
０
０
円
程
度
▽
申
し

込
み
＝
12
月
14
日
ま
で
に
電
話
で

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
54
―

０
３

３
１ス

ペ
イ
ン
語
講
座

▽
日
程
＝
平
成
14
年
１
月
10
日

〜
３
月
の
第
２
・
４
木
曜
（
た
だ

し
２
・
３
月
は
、
第
１
・
３
木
曜
）

▽
時
間
＝
①
入
門
講
座
…
10
時
30

分
〜
12
時
②
初
級
講
座
…
９
時
〜

10
時
30
分
▽
場
所
＝
い
ず
れ
も
南

流
山
セ
ン
タ
ー
▽
定
員
＝
①
17
人

②
10
人
（
多
数
抽
選
）
▽
受
講

料
＝
４
０
０
０
円
、
教
材
費
２
０

０
０
円
▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ

キ
に
希
望
講
座
（
①
②
の
別
）、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番

号
を
明
記
し
、
12
月
10
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
９
２
流

山
市
役
所
企
画
調
整
課
内
国
際
交

流
協
会
事
務
局
へ

□問
同
事
務
局
�
50
―

６
０
６
４
　
　

金
融
・
経
済
講
演
会

▽
日
時
＝
平
成
14
年
１
月
31
日

�
13
時
〜
16
時
▽
場
所
＝
千
葉
県

教
育
会
館
（
千
葉
市
）
▽
テ
ー

マ
＝
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
経
済
▽

講
師
＝
齋
藤
精
一
郎
さ
ん
（
立
教

大
学
教
授
）
▽
受
講
料
＝
無
料
▽

定
員
＝
５
０
０
人
（
多
数
抽
選
）

▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
県
庁
県
民

生
活
課
へ

□問
県
庁
県
民
生
活
課
�
０
４
３
―

２
２
３
―

２
２
９
３

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
促

進
セ
ミ
ナ
ー

▽
日
時
＝
12
月
11
日
�
13
時
30

分
〜
16
時
▽
場
所
＝
松
戸
市
女
性

セ
ン
タ
ー
（
松
戸
市
）
▽
内
容
＝

女
性
の
能
力
活
用
に
関
す
る
講
演

ほ
か
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
対
象
／

定
員
＝
企
業
の
人
事
労
務
担
当

者
／
50
人
（
先
着
順
）
▽
申
し
込

み
＝
電
話
で
�
21
世
紀
職
業
財
団

千
葉
事
務
所
へ

□問
同
事
務
所
�
０
４
３
―

２
２

５
―

２
２
９
５

生
き
が
い
健
康
づ
く
り
講
座

▽
日
時
＝
平
成
14
年
１
月
27
日

�
10
時
〜
15
時
▽
場
所
＝
千
葉
県

教
育
会
館
（
千
葉
市
）
▽
内
容
＝

「
頭
と
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
イ

ム
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
ほ
か

▽
対
象
／
定
員
＝
40
歳
以
上
の

方
／
１
０
０
人
（
先
着
順
）
▽
申

し
込
み
＝
電
話
で
�
千
葉
県
福
祉

ふ
れ
あ
い
財
団
長
寿
課
へ

□問
同
財
団
長
寿
課
�
０
４
３
―

２
２
１
―

７
４
４
８

北
小
学
校
の
１
〜
３
年
生
の
放
課

後
の
保
育
▽
勤
務
地
＝
山
び
こ
ル

ー
ム
（
十
太
夫
）

□問
山
び
こ
ル
ー
ム
�
52
―

２
２

３
１★

子
育
て
サ
ロ
ン

▽
日
時
＝
12
月
14
日
�
10
時
30

分
〜
12
時
▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽

テ
ー
マ
＝
お
や
こ
で
作
ろ
う
Ｘ，

ｍ
ａ
ｓ
！
▽
参
加
費
＝
無
料
（
材

料
費
１
５
０
円
）
▽
申
し
込
み
＝

電
話
で
文
化
会
館
へ

□問
文
化
会
館
�
58
―

３
４
６
２

★
総
合
運
動
公
園
野
球
場
の
一

時
閉
鎖

12
月
16
日
�
か
ら
平
成
14
年
３

★
人
形
劇
の
つ
ど
い

▽
日
時
＝
12
月
７
日
�
15
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
東
部
公
民
館
▽
内

容
＝
「
き
つ
ね
に
た
べ
ら
れ
た
パ

ン
の
は
な
し
」
ほ
か
▽
入
場
料
＝

無
料
▽
出
演
＝
人
形
劇
ピ
ッ
コ
ロ

□問
中
央
図
書
館
�
59
―

４
６
４
６

★
臨
時
職
員
の
登
録
者
（
保
育

士
・
生
活
指
導
員
）
の
募
集

【
保
育
士
】

▽
勤
務
日
／
勤
務
時
間
＝
月
〜

金
曜
／
８
時
30
分
〜
17
時
、
土

曜
／
８
時
30
分
〜
12
時
▽
勤
務

地
＝
市
内
保
育
所
▽
時
間
給
＝
９

０
０
円
（
交
通
費
別
途
支
給
）
※

保
育
士
資
格
の
あ
る
方

【
生
活
指
導
員
】

▽
勤
務
日
／
勤
務
時
間
＝
月
〜

金
曜
／
８
時
30
分
〜
17
時
▽
勤
務

地
＝
市
心
身
障
害
者
福
祉
作
業
所

さ
つ
き
園
▽
勤
務
内
容
＝
障
害
者

の
作
業
指
導
▽
時
間
給
＝
９
２
０

円
（
交
通
費
別
途
支
給
）
※
社
会

福
祉
施
設
の
生
活
指
導
と
し
て
資

格
の
あ
る
方

□問
人
事
課
�
50
―

６
０
６
８

学
童
保
育
所
の
指
導
員
の
募
集

▽
内
容
＝
小
山
小
学
校
と
八
木

資
格
・
求
人

映
画
・
公
演

月
31
日
�
ま
で
の
期
間
、
芝
の
養

生
の
た
め
、
総
合
運
動
公
園
野
球

場
を
閉
鎖
し
ま
す
。

□問
社
会
体
育
課
�
59
―

１
２
１
２

県
民
手
帳
の
頒
布

県
統
計
協
会
発
行
の
２
０
０
２

年
版
県
民
手
帳
を
12
月
３
日
か
ら

企
画
調
整
課
窓
口
で
頒
布
し
ま
す
。

▽
価
格
＝
ポ
ケ
ッ
ト
版
…
３
５

０
円
、
中
型
版
…
５
５
０
円

□問
企
画
調
整
課
�
50
―

６
０
６
４

市
母
子
寡
婦
福
祉
会
ク
リ
ス
マ

ス
会▽

日
時
＝
12
月
16
日
�
13
時
30

分
〜
15
時
▽
場
所
＝
流
山
福
祉
会

館
▽
対
象
＝
市
内
の
母
子
父
子
家

庭
の
親
子
▽
参
加
費
＝
無
料

□問
児
童
家
庭
課
�
50
―

６
０
８
２

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
栞
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
お
話
会

ス
ペ
シ
ャ
ル

▽
日
時
／
場
所
＝
�
12
月
15
日

�
15
時
〜
16
時
／
森
の
図
書
館
�

22
日
�
15
時
〜
16
時
／
中
央
図
書

館
□問
中
央
図
書
館
�
59
―

４
６
４
６

手
賀
沼
・
印
旛
沼
・
根
木
名
川

圏
域
流
域
懇
談
会
の
結
果
の
公
開

十
一
月
二
日
に
開
催
さ
れ
た
第

一
回
手
賀
沼
・
印
旛
沼
・
根
木
名

川
圏
域
流
域
懇
談
会
の
資
料
と
議

事
要
旨
の
公
開
。

▽
期
間
＝
12
月
28
日
�
ま
で

(

土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く)

▽
場

所
＝
県
都
市
河
川
課
、
市
河
川
課

□問
県
都
市
河
川
課
�
０
４
３
―

２
２
３
―

３
１
５
６
／
市
河
川
課

�
50
―

６
０
９
５

千
葉
県
都
市
整
備
基
本
方
針

（
原
案
）
の
公
表

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
総
合
的

な
指
針
と
な
る
県
都
市
整
備
基
本

方
針
を
よ
り
良
い
も
の
と
す
る
た

め
、
12
月
17
日
�
ま
で
意
見
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

□問
県
都
市
政
策
課
�
０
４
３
―

２
２
３
―

３
１
６
６
／
市
都
市
計

画
課
�
50
―

６
０
８
７

国
の
教
育
ロ
ー
ン

▽
対
象
＝
高
校
、
短
大
、
大
学
、

専
修
学
校
な
ど
に
入
学
や
在
学
す

る
子
ど
も
の
保
護
者
（
収
入
制
限

あ
り
）
▽
融
資
額
＝
子
ど
も
１
人

に
つ
き
２
０
０
万
円
以
内
▽
返
済

期
間
＝
10
年
以
内
（
利
率
年
１
・

８
５
％
。
平
成
13
年
９
月
28
日
現

在
）
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
国
民
生
活
金
融
公
庫
�
０
４

７
―

３
６
７
―

１
１
９
１

「
流
山
の
青
少
年
」
の
発
刊

市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会

で
は
、
昨
年
、
市
内
在
住
の
中
学

生
と
そ
の
親
を
対
象
に
親
と
子
の

対
比
を
テ
ー
マ
に
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

ほ
ど
、
そ
の
集
計
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
冊
子
は
、
各
図

書
館
・
公
民
館
・
児
童
館
等
で
閲

覧
で
き
ま
す
。
な
お
、
希
望
者
に

は
、
市
青
少
年
課
窓
口
で
直
接
配

布
し
ま
す
。
※
残
部
若
干

□問
青
少
年
課
�
50
―

６
１
０
７

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ
県
民
プ
ラ
ザ

▽
日
時
＝
12
月
９
日
�
10
時
〜

16
時
▽
会
場
＝
さ
わ
や
か
ち
ば
県

民
プ
ラ
ザ
（
柏
市
）
▽
内
容
＝
県

内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の

活
動
体
験
発
表
や
松
島
ト
モ
子
さ

ん
の
講
演
会
▽
申
し
込
み
＝
講
演

会
の
み
、
電
話
で
ま
な
び
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

□問
ま
な
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
ち
ば
�
35
―

２
２
０
０

県
弁
護
士
会
松
戸
支
部
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
・
法
廷
傍
聴
会

【
無
料
法
律
相
談
会
】

▽
日
時
＝
12
月
８
日
�
13
時
30

分
〜
16
時
▽
場
所
＝
県
弁
護
士
会

松
戸
支
部
（
松
戸
市
）
▽
定
員
＝

15
人
（
先
着
順
）
※
要
予
約

【
法
廷
傍
聴
会
】

▽
日
時
＝
12
月
20
日
�
12
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
県
弁
護
士
会
松
戸

支
部
（
松
戸
市
）
▽
定
員
＝
25
人

（
先
着
順
・
要
予
約
）
▽
申
し
込

み
＝
12
月
５
日
�
10
時
か
ら
電
話

で
受
け
付
け
開
始

□問
県
弁
護
士
会
松
戸
支
部
�
０

４
７
―

３
６
６
―

６
６
１
１

12／21�

12／26�

～風しんの予防接種について～
予防接種法施行令が一部改正されました。このた
め、昭和54年４月２日生まれから昭和62年10月１日
生まれの方で、風しんにかかったことがなく、まだ
接種していない方は、平成15年９月30日までの間、
風しんの予防接種を受けることが可能になりました。
現在、16歳未満で予診票をお持ちの方は、そのま
ま使用できます。また、16歳以上で接種を希望する
方は、保健センターまで連絡を。
□問保健センター�５４－０３３１

東葛中部地区総合開発事務組合の職員募集
▽採用職種／採用予定者数＝生活指導員／若干名▽受
験資格＝昭和50年４月２日以後に生まれた者①短大卒
（見込）以上で社会福祉、心理学、教育学、社会学の学
科を専攻した者②専修学校卒（見込）で社会福祉に関す
る学科を専攻した者③高卒以上で２年以上知的障害者の
福祉に関する事業に従事した者▽受付期間＝12月３日�
～14日�９時～17時（土・日曜を除く）▽試験日時＝12
月22日�９時～12時（第１次試験）※受験手続き等詳細
は問い合わせを
□問同事務組合総務課�64－５２５１

市商店会連合会加盟の各商店会では、
豪華賞品などを用意して「歳末大売り
出し」を行います。
※①売り出し期間②抽選日③景品・

イベント
【江戸川台駅前商店街振興組合】①12
月２日～16日②12月14日～16日③多数
【電話局通り日栄会】①12月７日～16日
②12月15日・16日③自転車ほか【江戸川
台学園通り昭和会】①12月１日～平成14
年１月６日②１月６日③テレビほか
【富士見台小田急ハイツ商店会】①12月
１日～23日②12月23日③自転車ほか【平
和台銀座通り商店会】①12月15日～22日
②12月23日･24日③商品券ほか【みやぞ
の商店会】12月３日～23日②12月22日・
23日③多数【松ケ丘商店会】①12月５日
～24日②12月22日～24日③商品券ほか
問□市商工会�58－６１１１　　

市商店会連合会加盟店12月の家庭教育講座�
★どなたでも､どの会場でも､お気軽に参加できます｡問い合わせは各会場へ★�

日時/会場､申し込み先電話番号� 課題・内容� 講 　　師�

管内小中学校教員�
　　　　　　（8人）�

いま､学校では…�
～遊びと友達関係でわ
かること､進路について�

12月７日���
13:30～15:30/�
初石公民館 �54-9101

柏マジック協会長�
渋谷  剛一さん�

楽しいマジック�
～子どもとできるマジ
ックの実演と演習�

12月８日���
10:00～12:00/�
北部公民館 �53-0567

市音楽家協会長�
熊坂  牧子さんほか�

子育てと音楽�
～モーニングレクチャー
コンサート�

12月11日���
10:00～12:00/�
東部公民館 �44-2988

｢人間と性｣教育研究協議会員
伊橋  幸生さん�
高橋  一枝さん�

豊かな性を生きる�
 ～心と身体の主人公は
自分です�

12月13日���
10:00～12:00/�
南流山センター �
�59-4511

学区内小中学校吹奏楽部
と合唱部の皆さん�

ふれあいコンサート�
～学校と､家庭と､地域と�

12月15日���
13:00～15:30/�
文化会館 �58-3462



（７） 平成13年12月１日（土曜日） 第１００７号
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※必ず住所・氏名（フリガナ）を明記してください

原稿は直接
選者へお送
りください

俳句竹
林
の
青
さ
に
す
が
る
烏
瓜
　
　
　
　
西
　
初
　
石

斉
藤
登
志
子

対
岸
の
秋
色
深
し
筑
波
山
　
　
　
　
　
西
　
初
　
石

石
戸
谷
貞
夫

秋
の
天
遺
跡
赤
土
の
中
い
で
く
　
　
　
野
　
々
　
下

杉
浦
　
　
栄

飛
び
入
り
て
郡
上
を
ど
り
を
し
な
や
か
に

江
戸
川
台
東

浅
利
　
ミ
チ

秋
日
和
裾
野
の
果
て
の
は
て
ま
で
も
　
松
　
ケ
　
丘

皆
川
　
春
安

【
評
】
一
句
目
　
竹
林
に
ぶ
ら
下
る
烏
瓜
の
ユ
ー
モ
ア
と
愛
嬌
た
っ
ぷ
り

の
朱
が
、
青
い
竹
の
幹
に
映
え
て
日
本
画
み
た
て
の
風
景
を
思
わ
せ
る
。

す
が
る
が
少
し
哀
愁
が
こ
も
る
。
二
句
目
　
坂
東
太
郎
を
は
さ
ん
だ
対
岸

に
聳
え
る
筑
波
山
。
頂
上
の
ぶ
な
林
や
か
か
る
雲
の
空
模
様
な
ど
、
次
第

に
秋
の
色
を
深
め
て
行
く
遠
景
で
あ
る
。
関
東
で
し
か
見
れ
な
い
風
景
で

あ
る
。
三
句
目
　
秋
天
の
晴
々
と
し
た
許
を
、
一
人
の
遊
子
が
遺
跡
め
ぐ

り
の
赤
土
を
踏
み
し
め
て
行
く
姿
が
清
々
し
い
。
表
現
に
少
し
の
技
巧
を

凝
ら
し
て
句
の
引
き
締
め
を
図
っ
て
い
る
。
四
句
目
　
飛
び
入
り
で
し
か

も
し
な
や
か
な
舞
い
ぶ
り
と
は
中
々
の
も
の
。
五
句
目
　
ま
さ
に
秋
た
け

な
わ
の
澄
ん
で
透
明
な
風
景
で
あ
る
。
山
裾
の
視
界
千
里
の
眺
望
が
地
平

線
へ
と
走
る
光
景
だ
。

水
見
壽
男
　
選
　
（
流
山
市
東
深
井
865
‐
111
）

短歌予
後
養
う
弟
に
ま
わ
す
本
と
な
し
薄
き
頁
を
心
し
て
読
む

若

葉

台

中
沢
き
ぬ
こ

夜
の
更
け
に
北
斗
七
星
天
水
を
ひ
と
し
ず
く
ず
つ
わ
が
手
に
落
と
す
や

美
　
　
原
　
森
口
　
　
杏

校
庭
を
狭
し
と
駆
け
る
こ
の
子
ら
に
微
兵
制
度
の
な
き
を
喜
ぶ

美
　
　
田
　
山
田
　
敬
二

【
評
】
中
沢
氏
　
病
気
等
で
療
養
中
の
弟
に
、
多
分
読
後
感
な
ど
書
き
入
れ
て
回
し

よ
み
し
て
い
た
、
本
は
共
通
の
話
題
と
な
り
癒
し
で
も
あ
る
。
下
句
「
薄
き
頁
を
心

し
て
読
む
」
は
一
首
の
要（
か
な
め
）と
し
て
心
映
え
が
表
白
さ
れ
た
。
森
口
氏
　
ひ

し
ゃ
く
形
の
七
つ
の
北
斗
七
星
が
冬
空
に
玲
瓏（
れ
い
ろ
う
）と
冴
え
、
天
の
水
が

〈
私
の
手
に
ひ
と
し
ず
く
ず
つ
幸
せ
が
近
づ
く
よ
〉
と
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
一
時（
ひ
と

と
き
）で
あ
る
。
山
田
氏
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
摩
天
楼
突
撃
の
テ
ロ
事
件
は
世
界
中

を
か
け
巡
っ
た
。
會（
か
つ
）て
の
日
本
も
戦
禍
に
ま
み
れ
、
終
戦
。
校
庭
で
無
心
に

遊
ぶ
子
供
達
よ
、
平
和
こ
そ
尊
い
と
。
微
兵
制
度

│
国
が
一
定
期
間
強
制
的
に
国

民
を
兵
役
に
つ
か
せ
る
事
。
昭
和
二
十
年
終
戦
に
よ
り
消
滅
し
た
。

武
田
静
江
　
選
　
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
‐
505
‐
90
）

詩

富
士
見
台
　
後
閑
　
達
雄

は
じ
ま
り

終
わ
る
こ
と
に
怯
え
た
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
る
け
れ
ど

は
じ
ま
る
こ
と
に
怯
え
て
い
る
の
は

初
め
て
の
よ
う
な
気
が
す
る

で
も
僕
は
ず
っ
と
は
じ
ま
る
こ
と
に

怯
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

そ
ん
な
二
人

僕
が
笑
え
ば

君
も
笑
う

僕
が
泣
け
ば

君
も
な
く

そ
ん
な
二
人
だ
っ
た

宮
田
登
美
子
　
選
（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
‐
109
）

【評】澄んだ叙情の精神を感じさせる作者の作品はい

つも心の領域をさり気なく表現して好感をおぼえま

す。呼吸がそのまま言葉のリズムを生み出している

かのようです。出会いがあれば別れがあるように、

始まりが終わりを終わりが始まりを意味するのかも

知れません。作品「はじまり」はそうした事を踏ま

えた若い作者の微妙な心の揺れが捉えられています。

【
事
例
】

「
高
校
の
三
年
間
指
導
を
受
け
ら

れ
る
」
と
電
話
で
勧
め
ら
れ
、
二
年

間
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
七
十
六
万
円
の

指
導
付
き
学
習
教
材
を
契
約
し
ま
し

た
。娘

は
、
熱
心
な
担
当
者
の
「
一
緒

に
が
ん
ば
ろ
う
」
の
言
葉
に
や
る
気

を
出
し
た
よ
う
な
の
で
契
約
を
し
ま

し
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
カ
月
後
に
担
当
者

が
会
社
を
辞
め
て
し
ま
い
、
そ
れ
を

聞
い
た
娘
は
、
す
っ
か
り
や
る
気
を

な
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
会
社
に
中
途
解
約
を
申

し
出
た
と
こ
ろ
、
解
約
料
三
十
万
円

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
教
材
は
一
度
も

使
っ
て
い
ま
せ
ん
し
、
担
当
者
と
一

度
話
を
し
た
だ
け
で
、
学
習
指
導
も

一
切
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
高
額
な

解
約
料
は
支
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

相
談
窓
口
に
は
、
事
例
の
よ
う
な

指
導
付
き
学
習
教
材
や
学
習
塾
、
家

庭
教
師
な
ど
の
長
期
サ
ー
ビ
ス
契
約

に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
説
明
と
実
際
の
指
導
内
容
が
違

う
の
で
、
解
約
し
た
い
が
解
約
料
が

高
す
ぎ
る
、
あ
る
い
は
解
約
に
応
じ

て
く
れ
な
い
と
い
っ
た
内
容
で
す
。

「
学
習
塾
」「
家
庭
教
師
派
遣
」

な
ど
の
「
長
期
サ
ー
ビ
ス
契
約
」
は
、

実
際
に
受
け
て
み
な
い
と
内
容
や
質

が
分
か
ら
ず
、
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
平
成
十
一
年
十
月
二
十

二
日
か
ら
、「
学
習
塾
」「
家
庭
教
師

派
遣
」「
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
」

「
外
国
語
会
話
教
室
」
の
四
業
種
を

対
象
に
法
律
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
改
正
点
は
、
①
四
業
種
に
つ

い
て
、
店
頭
契
約
で
も
、
八
日
間
は

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
②
そ

れ
以
降
も
理
由
に
関
係
な
く
中
途
解

約
が
で
き
、
解
約
料
が
高
額
に
な
ら

な
い
よ
う
、
上
限
が
決
め
ら
れ
た

―
な
ど
で
す
。

事
例
の
場
合
も
改
正
後
の
法
律
の

対
象
に
な
り
、
法
外
な
解
約
料
を
支

払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
法
律
で

規
定
し
た
解
約
料
で
、
中
途
解
約
す

る
事
が
で
き
ま
す
。
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クリスマス・リース（生花）製作（花の会主
催）＝12月11日�10時～12時、南流山センター。
参加費２５００円□問岡本�50－００５４
クリスマス、お正月を草花盆栽で飾りましょ

う＝12月16日�・19日�いずれも10時～12時、13
時～15時。東部公民館。参加費３０００円□問笠原
�44－５２１４
ピヨピヨ親子ショートテニス教室（（財）吉田記
念テニス研修センター主催、市教委後援）＝12月
25日�10時～12時、13時30分～15時30分、�吉田
記念テニス研修センター（柏市）。親子１組５００
円。詳細は問い合わせを□問同研修センター�34－
３０３０

シェイプＵＰベリーダンス＝毎週火曜９時～12
時、初石公民館□問登�55－７３０１
大東流合気武道流山支部＝毎週水曜19時～21時、
南流山中□問石橋�58－５７６４
着楽会（着付）＝毎月第１・２・４金曜10時～
12時、北部公民館□問俵本�53－２８３５
流山短歌勉強会「合歓」＝毎月第１水曜13時～
16時、北部公民館□問鈴木�52－３４２１
フレッシュ気功＝月４回火曜10時30分～11時50
分、主に流山福祉会館□問中村�59－６９４０
手あみサークル＝毎月第２・４木曜10時～12時、
北部公民館□問畠山�54－００８６
江戸川台クラブ（卓球）＝毎週土曜10時～13時、
市民総合体育館□問野上�54－２４１０
フレンズ（硬式テニス）＝毎週日曜12時～14時
または14時～16時、市庭球場。20～30歳代の方歓
迎□問水上�52－００１１
流山早朝野球連盟チームの募集＝毎週日曜６時
～７時50分、河川敷野球場□問小林�55－１１５０
クラシックバレエサークルコッぺリア＝毎週

月・水・土曜15時～19時45分、東初石１丁目自治
会館ほか□問上野�55－１５４０
美しが丘女声合唱団＝毎週木曜10時～12時、主
に流山福祉会館□問河合�50－０３４８
トライビクス（ダンベルトリラクゼーショ

ン）＝月３回水曜14時10分～、主に南流山福祉会
館□問竹井�58－５２４４
エーデルワイス（トラベル英会話）＝毎月第

２・４金曜10時～12時、森の図書館□問定本�55－
８０７３
手結び着付サークル＝毎週水曜10時～12時、主
に東深井福祉会館□問藤本�56－２１１０
江戸川台女声合唱団＝毎月第２・４水曜19時～
21時、主に江戸川台福祉会館□問岩井�53－５３４
１
カトレア会（エアロビクス）＝毎週木曜10時～
12時、市民総合体育館□問山内�59－４４７４
キャンディ（リズムダンス、ストレッチ）＝毎
週火・木曜19時～20時30分、初石公民館□問高寺�
58－２６８４
コスモス（リズムダンス、ストレッチ）＝毎週
木曜10時～11時30分、南流山センター□問庄子�
58－９９８６

イ　ベ　ン　ト

サ　ー　ク　ル

市民伝言板
このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、
各公民館、南流山センター、森の図書館、各福祉
会館、市民総合体育館にある掲載申込書に必要事
項を記入のうえ、掲載希望号の１カ月前（イベン
ト掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、
開催日時・場所、問い合わせ先です。また、内容
の確認は当事者間でするようにお願いします。
□問秘書広報課�50－６０６３

柏　　　　　市

消費生活センター
�58-0999

荒憲一・木田志津加ピアノ・デュオ
▽日時＝12月21日�18時（開場）～▽場所＝ア
ミュゼ柏▽入場料＝４０００円
□問柏市文化課�６７－１４９４

野 　 田 　 市
人権週間記念講演会
▽日時＝12月4日�13時30分（開演）～▽場所＝
野田市文化会館▽講師＝三遊亭円楽さん（落語家）
▽演題＝「笑いと人生」▽入場料＝無料▽申し込
み＝当日直接会場へ
□問野田市人権施策推進課�２５－１１１１（内
２１３１）

我 孫 子 市
冬休み劇場「くすくすげらげらうっふっふ」
▽日時＝平成14年１月20日�14時30分（開場）

～▽場所＝我孫子市民会館▽内容＝演劇集団「円」
による現代語狂言▽入場料＝１０００円
□問我孫子市文化課�85－１１５１

指
導
付
き
学
習
教
材
の
中
途
解
約

紙ねんどロマンドール（人形製作）＝月２回水
曜９時30分～12時、北部公民館□問岩井�53－２９
２０
野菊の会（ペン習字）＝毎月第１・３火曜13時
30分～15時、東部公民館□問加藤�43－１９１４
空手サークル「清空館」＝毎週日曜、毎月第

１・３土曜、18時～20時、東部中□問大久保�47－
０７９６
ウクレレ・サークル＝①毎週木曜19時～20時30
分②毎週土曜10時～12時、いずれも初石公民館□問

池田�54－５０２３
はづき会（書道）＝毎週金曜９時30分～12時30
分、主に十太夫福祉会館□問梶山�53－４３２４

このコーナーは、近くの

まちで行われる催し物の情

報を皆さんにお知らせする

ため、毎月掲載しています。

近くまで出かけたときな

どに「ぶらっ」と立ち寄っ

てみてはいかがですか。
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「広報ながれやま」は�
古紙配合率100％再生紙を�
使用しています�

情
報
満
載
の
ま
な
び
フ
ェ
ス
タ

１
０
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者

古
典
芸
能
へ
の
関
心
と
知
識
を
高
め

て
も
ら
お
う
と
、
古
典
芸
能
鑑
賞
会

「
歌
舞
伎
」
を
来
年
一
月
九
日
に
開
き
ま
す
。

今
回
の
演
目
は
、
通
し
狂
言
「
小
春

穏
沖
津
白
浪
（
こ
は
る
な
ぎ
お
き
つ
し

ら
な
み
）」。
出
演
は
、
尾
上
菊
五
郎
、

中
村
時
蔵
、
中
村
富
十
郎
ほ
か
。

▽
期
日
＝
平
成
14
年
１
月
９
日
�
▽

公
演
場
所
＝
国
立
劇
場
（
東
京
都
千
代

田
区
）
▽
バ
ス
乗
車
場
所
（
時
間
）
＝

①
江
戸
川
台
駅
西
口
（
８
時
15
分
）
②

流
山
駅
東
口
（
８
時
30
分
）
③
東
部
公

民
館
（
８
時
45
分
）
▽
公
演
時
間
＝
12

税
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
、

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で
は
、
中

学
生
に
よ
る
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
こ
と
し
も
多
く

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
身
近
に
感
じ
る
税
金

の
大
切
さ
を
考
え
た
石
黒
真
喜
誉
さ
ん

（
北
部
中
三
年
）
が
、
松
戸
税
務
署
管
内

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
最
優
秀
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
次
の
皆
さ
ん
が
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

〈
五
十
音
順
・
敬
称
略
〉

▽
茅
野
真
実
（
八
木
中
３
年
）
▽
東

風
谷
美
穂
（
西
初
石
中
３
年
）
▽
小
林

由
佳
（
北
部
中
３
年
）
▽
鈴
木
あ
す
み

（
南
部
中
３
年
）
▽
高
橋
幸
那
（
常
盤
松

中
３
年
）
▽
横
田
麻
美
（
東
深
井
中
３

年
）

時
〜
16
時
30
分
▽
対
象
／
定
員
＝
市

民
／
45
人
（
多
数
抽
選
）
▽
参
加
費
＝

６
５
８
０
円
（
返
信
ハ
ガ
キ
到
着
後
、

銀
行
振
り
込
み
）
▽
交
通
手
段
＝
市
教

委
バ
ス
▽
応
募
方
法
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に

「
古
典
芸
能
鑑
賞
会
参
加
希
望
」、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
バ

ス
乗
車
場
所
を
明
記
（
返
信
用
に
も
住

所
、
氏
名
を
記
入
）
し
、
12
月
14
日

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
９
２

流
山
市
役
所
社
会
教
育
課
へ
※
ハ
ガ
キ

１
枚
で
２
人
ま
で
記
入
可

□問
社
会
教
育
課
�
50
―

６
１
０
６

歳末たすけあい運動
皆さんの善意を

お待ちしています

地域でささえあうあったかいお
正月──をスローガンに、きょう
１日から12月31日まで「歳末たす
けあい運動」を全国一斉に展開し
ます。
県共同募金会流山市支会では、

自治会や関係機関などの協力で募
金活動を行っています。

皆さんから寄せられた善意は、
援助を必要とする市内の家庭や福
祉施設に入所している方などに直
接配られます。
ことしも皆さんからの温かい善
意をお待ちしています。
□問市社会福祉協議会�59－４７
３５

こ
の
ほ
ど
青
田
や
駒
木
台
な
ど
の
自
治
会
が
合
同
で
発

災
対
応
型
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
ど

こ
で
、
ど
ん
な
訓
練
を
す
る
か
を
役
員
に
し
か
知
ら
せ
て

い
な
い
も
の
で
、
午
前
九
時
三
〇
分
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図

に
避
難
を
始
め
る
と
、
途
中
で
は
、
火
災
が
発
生
し
た
り
、

け
が
人
が
い
た
り
す
る
場
面
に
遭
遇
。
避
難
途
中
の
住
民

は
、
消
火
器
や
水
バ
ケ
ツ
を
使
っ
て
の
消
火
作
業
や
け
が

人
の
救
急
処
置
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
無
事
避
難
場
所
に

到
着
。
実
践
的
な
訓
練
を
体
験
で
き
た
一
日
で
し
た
。

万 一 に 備 え 発 災 対 応 型 防 災 訓 練
避難途中の災害もみんなでクリア

11月25日、文化会館と流山北小学校を会場に「流
山まなびフェスタ」が開かれました。会場には、生涯
学習の情報提供や人形劇、パソコン体験などのコーナ
ーのほかに体力テストやニュースポーツ体験コーナー
も設けられ、子どもから大人まで、一度にいろいろな
体験ができるとあって、多くの市民が訪れました。

大 賑 い の 国 際 交 流 の 祭 典
歌 や 踊 り で 広 が る 交 流 の 輪

市
内
に
住
ん
で
い
る
外
国
の
方
と
気
軽
に
楽
し
く
交
流
で
き
る

よ
う
十
一
月
十
日
、
国
際
交
流
協
会
主
催
の
「
国
際
交
流
の
祭

典
」
が
南
流
山
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
祭
典
は
、
国
際
交

流
の
体
験
談
の
発
表
、
さ
ら
に
世
界
の
料
理
を
囲
ん
で
の
歓
談
や

メ
キ
シ
コ
舞
踊
な
ど
内
容
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
音
楽
に
合

わ
せ
、
全
員
で
踊
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
と
約
百

五
十
人
が
交
流
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

地域の話題を�
おしえてください�

流山市役所 
秘書広報課 
�50-6063

〒270-0192

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
変
わ
っ
た

全

員

参

加

で

意

見

を

交

換

（社）流山青年会議所が主催する「まちづくり
シンポジウム」が11月18日に初石公民館で開か
れました。今回のシンポジウムは、「市民まちづく
り作戦会議『ミッション１　エリア情報を収集せ
よ！』」というテーマで行われ、これまでの聴くこ
とが中心のシンポジウムから参加型のものになり
ました。参加者は、市内４地区のグループに分か
れ、それぞれの地域の問題点について意見交換す
るなど、まちづくりについて熱く語り合いました。

税
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

石
黒
真
喜
誉
さ
ん
ら
７
人
が
受
賞

（
北
部
中
３
年
）


